
広野町内会まるごとデジタル化大作戦

誰もが、安全で安心して住みたくなる町内会を目指して

この資料は、受講生が地域デザインカレッジのプログラムの中で考えた

企画を発表用にまとめたものです。自治会や町内会が組織として作成し

たものではありませんのでご了承ください。



町内会の現状分析

人口動向：4，976人

世帯数 ：2，189世帯

令和２年国勢調査

15-64歳人口：2，919人

65歳以上人口：1，550人

高齢化率：30.6％

地域活躍世代人口：1，053人

小中学生人口：452人

令和５年４月現在 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年

総人口 5,426 5,140 5,067 4,831 4,559
0-14 821 694 598 467 394
15-64 3,376 2,999 2,919 2,784 2,610
65- 1,229 1,447 1,550 1,580 1,555

未就学 288 179 146 132 124
85歳以上 185 238 262 333 393
高齢化率 22.7% 28.2% 30.6% 32.7% 34.1%

８５歳以上率 3.4% 4.6% 5.2% 6.9% 8.6%
小中学生数 533 515 452 335 270

879 1,040 1,053 982 844地域活躍世代

広野町内会

規模が非常に大きい！



町内会の問題点

 町内役員の担い手 各種団体加入者の減少

町内会に入っているメリットが伝わらない

総世帯数：2，189世帯 加入世帯数：1，464世帯

加入率：67％

災害 イベント情報等情報が速やかに発信できない

回覧板 町内放送では迅速に伝わらない

現状組数：99組



今まで行ってきた対策

イベントなどの縮小・
廃止

夏祭り（ふれあいフェス
ティバル）の廃止

地域コミュニティの創出

組長の仕事軽減・
明確化

組長マニュアル作成

台風等による風水害に
対する防災意識向上

風水害による危険個所やSNS

による河川水位や雨量推移検索

令和２年度～令和４年度 地域カレッジ参加



課題解決に向けての実行計画

規模の大きな町内会を継続するには？
役員、各種団体員、組長のつながりの構築⇒要件伝達の簡素化

町内会の必要性を知ってもらうには？
日頃の町内会活動状況の案内の簡素化⇒自由な閲覧状況の構築

災害時 防災訓練 イベント等のタイムリーな発信をするには？
瞬時にリアルタイムの情報発信⇒最新情報の提供

費用面の負担が少なく、今や普及率83.7％と身近なIT手段として
LINE公式アカウントを選択し、11月3日より導入開始をしました。



現在、行っている活動

高齢者向けスマホ講習会

中学生によるスマホ教室

６５歳以上、約２０人参加

各種団体へのラインアカ
ウント登録依頼

ももくらぶ会員及びボラ
ンティアを対象（子供会
含む）

各世帯へのラインアカウント化

町内会だより及び回覧
で参加者を募集



スマホ教室の開催
６５歳以上を対象に実施

先生は城山中学校の自主参加生徒さん

〇

悩みは？
使い方がわからいけど、家族には聞きにくい

LINEは入れたけど、操作方法がわからない

写真の撮り方、送信の方法、保存の仕方 QRコードの読み取り

〇

感想は？

聞きたい事が聞けて良かった

実際に操作を一緒にしてみて、よく理解できた

生徒さんがていねいに教えてくれて、とても楽しかった

〇

生徒さんの感想：説明している時も、笑顔で喜んで聞いてもらえ、楽しい時間を過ごせました



今後の課題

町内会ＬＩＮＥ公式アカウントの活用

① 使用方法の学習

・公式ラインの基本操作

１２月現在 １９７件

② 活用内容の検討

・いつ、誰に、どんな内容を！

・役員勉強会の実施
・IT部会設立

配信、資料添付、配信先の設定方法など ・役員への会議開催連絡
・町民への防災情報
・防災訓練、各種イベント開催情報
・町内会だより、回覧板
（既存紙回覧との併用）
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